








手に採用されます｡ その後,  年間の助手時代を経て,     年 月に経済学部経営学科に専任講





質, 言い換えれば資料の質であり, 独自の調査であることを早くから指摘されてきました｡ こ
の指摘は, 今日の計量経済学が直面する課題を早くから先見的に指摘したものと評価されてい
ます｡ 先生はこれを単に指摘するのみではなく, こうした問題意識に基づき,     年から中小
企業家同友会と連携して四半期ごとの中小企業景況調査を独自に開始します｡ 先生が開始した
｢同友会景況調査 (   )｣ は, 中小企業経営者自身が景気動向を判断した結果である業況判






に同学会全国運営委員に就任したのを皮切りに, 編集委員, 理事を歴任し,     年には常任理
事,     年からは学会会長として重責を務めておられます｡ この他にも    年には日本統計学




など政府, 県や市町村など地方自治体, 統計情報研究開発センターなど公益財団法人, これら


































センター (   ) を設立します｡ 設立に向けて自ら設置準備室長に就き, 短期間でその設立を
実現されました｡ 設立後には同センター政府統計部会長に就任し, 実地調査や統計学習コンテ
ンツ作成など定年退職される    年 月まで同センター運営にも力を尽くされました｡
菊地進先生の立教大学経済学部在職期の功績を学術研究, 社会活動, 大学改革を中心に振り
返りました｡ あらためて各方面におけるその功績の大きさに瞠目させられるとともに立教大学
における先生の存在の大きさを再認識させられます｡ 先生が身を以て示された研究・教育に対
する真摯な姿勢と大学改革への信念や粘り強さは, これからの立教大学および経済学部を担う
私たち全員が深く胸に刻み継承していかなければならないものと思います｡ 菊地進先生がこれ
からもご健勝でますますご活躍されることを祈念して, 本記念号の発刊の辞に代えさせていた
だきます｡    年  月
経済学部長 須永 徳武
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